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                         資料１－１ 

 

  第３回北海道食の安全・安心委員会における各委員の主なご発言 

 

■ クリーン農業への理解の促進 

 ① クリーン農業サポーター制度とは、具体的にどのようなものか。 

 

 ② 出前講座は、多くのオファーを引き出し、様々なパートナー組織と

取り組んだり、波及効果の高い親子を対象とするなど工夫をして欲し

い。 

 

■ クリーン農業技術の開発と普及 

 ③ 将来に向けて、養液栽培に対応するクリーン農業技術の開発や、

YES!clean への適用を検討した方が良い。 

 

 ④ クリーンや有機の対価として幾らまでなら購入できるのかというマ

ーケティングが大切。それにより、生産側で必要な技術開発の目標も

明確になるのではないか。 

  

■ YES!clean 農産物の拡大 

 ⑤ YES!clean マーク表示加工食品の拡大のために、YES!clean 農産物

の詳細な情報を発信や、マーケティングを行うと良い。 

 

■ 有機農業の拡大 

 ⑥ 高い価格に見合う価値が十分に認識されていないので、消費者へ地

道に訴えることが大切。 

 ⑦ 有機農産物の需要拡大に取り組むとともに、価格が下がるようにし

て欲しい。 

 

■ その他 

⑧ 担い手を増やす政策も重要。 
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YES!clean 農産物等と慣行農産物との購入価格意識について 

 

■ YES!clean 農産物 

  対象 札幌市９５名の主婦 

  評価 ななつぼし５ｋｇ 認証表示の有無 

  方法 選択実験（産地の取組等の周知前・周知後・周知２か月後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・産地の取組（ｽﾄｰﾘｰ）を伝達することで、消費者の購買意欲は高められる。 

 ・ただし、その効果は一時的であり、継続的な情報発信が求められる。 

 

■ 有機農産物 

 ○ 販売価格 

   H28 農林水産省調査 

 

 

 

 

 

 

○ 価格への意識 

  H27 農林水産情報交流ネットワーク事業全国調査 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H31道総研「生産・流通・消費から見た 

クリーン農業の総合評価」 
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北海道産ななつぼし（5kg）に対する

YES!clean表示による評価増加額円/5kg 

無回答 3.7% 

同じ程度なら購入したい 

（購入している）21.7 % 

 

１割高までなら購入したい 

（購入している） 44.9% 

２～３割高までなら購入 

したい（購入している） 

 27.5% 

 

 

４～５割高以上でも 

購入したい(購入している) 2.3% 


